第1学年1組　英語科学習指導案

日  時　令和7年11月14日（金）５時間目
場  所　１年１組　教室
生徒数  ２６名　　　　　
指導者　Ｔ１　教 諭　吉　村　晶　子
Ｔ２　A L T　チェン・カビン

１　単元名　　　Program 7  Research on Australia  ( Sunshine English Course 1 )

２　単元について
　○　単元観
本単元は、エミリーが出身地であるオーストラリアについて健と真央に紹介する会話文を通して、異文化理解を促すことをねらいとしている。オーストラリアはコアラやカンガルー、エアーズロックは有名だが、それ以外の生活や習慣についても会話文を通して触れることで、オーストラリアへの興味や関心を高めることを目指す。言語材料としては，「～がある（いる）」とThere＋be動詞＋名 詞(句)＋場所を表す副詞句の構文、疑問詞Howの疑問文を扱う。また、総合的な学習の時間に取り組んできた「地域を知る～環境学習」のテーマと関連付け、地域・観光・環境の3分野での学びを英語の授業に活用する。そこで、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等を明確に設定し、多くの会話のやり取りを通して基礎の定着を図るとともに、単元のゴールでは、観光客などの海外の方に対して、自分の住む地域の特徴や良さ、環境保全のために自分たちができることについて、主体的・探究的に発信する表現活動にも挑戦させる。
○　生徒観について
[bookmark: _Hlk210056008]本学級の生徒は、互いに支え合いながら、安心して発言できる雰囲気の中で学習に取り組んでいる。「英語の学習は好きですか」という問いに対して、4月は、学級の４６％、９月は９２％の生徒が肯定的な回答をしている。Small Talkなどのペア活動では、相手が誰であっても笑顔で関わり、協働的に活動を進める姿が見られる。また、グループ活動においても、話すことにも抵抗がなく、お互いに尋ねあったり、教え合ったりして安心して活動することができる。これまでの授業では、各単元のゴールにおいて、自己紹介やオリジナルのロボット紹介、海青中の先生方にインタビューした内容を踏まえた先生方の紹介などの発表活動に取り組んできた。「話すこと［やりとり］」については意欲的に取り組む反面、「話すこと［発表］」となると、苦手だと感じている生徒も多い。練習を重ねることで自信を持つことができるよう、ペアでの活動時間を確保しながら取り組んできた。また、実際に「読むこと」や「書くこと」における活動では、個人差が大きい。また、個別の声掛けや周囲からのサポートによって、他の生徒と一緒に活動できるような配慮が必要な生徒もいる。生徒同士の温かい声掛けやアドバイスをし合う場面を大切にし、安心して活動できるようピア・サポートの視点を常に意識していきたい。本単元では、誇りに思い、大好きだと感じている自分の地域を、海外の方に向けて発信したり、環境保全のために自分たちができることを発信したりしていく活動に取り組む。相手意識をもち、自分たちが調査したことや考えたことを伝えるという力を身に付けさせ、伝わることの喜びを感じることができるような表現活動につなげたい。
○　指導観について　　　
指導課程の導入である帯学習Small Talkでは、単元の題材と関連付けた話題を取り扱い、単元ゴールにつながる積み上げの活動となるように設定し、“１L3R（Listen /reaction/response/repeat）や“Kaisei useful expression”を意識して会話を継続するようにしている。また、単元のゴールを提示し、単元の見通しをもつことで、ゴール達成に向けて主体的に取り組むよう促している。これまで自己紹介や第三者の紹介などを通して、「話すこと」の活動を取り入れてきたが、伝えたい思いはあっても、実生活において英語の使用場面はほとんどなく、必要性を感じることができないのが現状である。そこで、授業を文法事項の習得だけで終わらせず、対話や発表など他者とのコミュニケーションの場面を意図的に設定することで、習得した知識・技能を活用する力を育てたい。また、既習事項を想起させながら、相手にとってどのような情報を伝えたらよいかや、話し手として伝えたい事実や考えなどの構成を試行錯誤することで、円滑なコミュニケーション活動となるよう指導していきたい。言語材料については、There＋be動詞＋名詞(句)＋場所を表す副詞(句)の構文について、意味と使用場面を関連付けて習得できるようにする。使用頻度の高い疑問詞 Howは、既習の疑問詞と同様に、繰り返し使用させることで定着を図っていく。毎時間の授業の終末には、ピア・サポートの視点を生かした自己評価シート“Work Together”を活用し、協働的な学びができているかを振り返る時間を設定している。

〇　本研究との関わり
研究主題「場面や状況に応じた言語活動を通して、自分の気持ちや考えを安心して表現できる生徒の育成～ピア・サポートを活かした協働学習を通して～」をベースに、生徒たちが学校生活の中で、協働しながら安心して学習できるように、「コの字型」の学習形態を取り入れている。また、各教科での学びを他教科や実生活につなぐことを意識して授業改善に取り組んでいる。その一環として、総合的な学習の時間では、「地域を知る～環境学習」という学年テーマのもと、地域・観光・環境の3分野について、調べ学習や調査、インタビューなどを行い、地域を知るという学習を進めている。その際に学んだことを英語の授業と関連付け、単元ゴールである海外の方に向けて自分の住む地域の魅力を発信する表現活動に生かしたい。

３ 単元の目標
ＡＬＴの家族や海外からの観光客に、自分の住む地域の魅力、観光の紹介、環境への取り組みを伝えるために、調べた情報や自分の考えなどを整理し、既習表現を活用して、まとまりのある内容を話すことができる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　          
【単元におけるピア・サポートの目標】
発信する内容をより良くするために、仲間と協働して意見を出し合い、改善することができる。

４ 単元の評価規準
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	「話すこと
［発表］」
	・There＋be動詞＋名詞(句)＋場所を表す副詞(句)の文や疑問詞Howを含む疑問文の特徴やきまりを理解している。 
・自分の住む地域の魅力、観光の紹介、環境への取り組みについて、There＋be動詞＋名詞句＋場所を表す副詞句の文などを用いて話す技能を身に付けている。
	ＡＬＴの家族や海外からの観光客に、自分の住む地域の魅力、観光の紹介、環境への取り組みを伝えるために、調べた情報や自分の考えなどを整理し、既習表現を活用して、まとまりのある内容を話している。

	ＡＬＴの家族や海外からの観光客に、自分の住む地域の魅力、を観光の紹介、環境への取り組みを伝えるために、調べた情報や自分の考えなどを整理し、既習表現を活用して、まとまりのある内容を話そうとしている。




５ 単元の指導と評価の計画（総時数９時間）
	時
	学習活動
	指導上の留意点
	知
	思
	態

	１
	・帯活動（Small Talk）：環境関連の話題
・単元目標を確認する。
【扉/Scenes 1】
・扉の写真やリスニングを通して、単元の内容を想起させる。
・There is/are～の用法を理解し、自分の住む地域にあるものについて話す。
	・Kaisei Can-doシートで単元ゴール
を確認する。
・オーストラリアについてタブレット端末を用いて調べ、興味をもたせる。
・単元目標と単元ゴールの活動を生徒と共有する。
	
	記録に残す評価は行わない。ただし、ねらいに即して生徒の活動の状況を確実に見届けて指導に生かすことは毎時間行う。

	

	２
	【Scenes２】 
・帯活動（Small Talk）：観光関連の話題
・howの疑問文の用法を理解し、学校に来る手段や方法などを尋ねたり答えたりする。
	・Howの使用場面を大切にする。
・Howに対する答え方も指導する。
・Howを用いて会話が続くように指導
する。
	
	
	

	

３
	【Part１】
・帯活動（Small Talk）：地域関連の話題
・本文の確認・音読練習をする。 
・オーストラリアの文化について考える。 
	・オーストラリアや世界遺産について考えさせる。
・キーワードを与えながら内容について考えさせる。
	
	
	

	

４
	【Part２】 
・帯活動（Small Talk）：環境関連の話題
・本文の確認・音読練習をする。 
・オーストラリアの文化について考える。 
	・北半球と南半球の生活の違いに考えさせる。
・南半球のクリスマスの過ごし方について考えさせる。
	
	
	記録に残す評価は行わない。ただし、ねらいに即して生徒の活動の状況を確実に見届けて指導に生かすことは毎時間行う。


	５
	【Review / Action】
・帯活動（Small Talk）：観光関連の話題
・写真を使って、本文の内容を振り返る。
・There is/are～を用いて自分が考えた動物園を紹介する。
	・オーストラリアの動物や自然について、簡単な語句や文を用いて、写真を示しながら概要を話すよう促す。
・飼育したい動物について、自分が考えた動物園の提案を相手に伝わるように話すよう促す。
	
	
	

	６

７
	・帯活動（Small Talk）：地域関連の話題
・総合的な学習の時間のテーマ「地域を知る～環境学習」を基に、３分野（地域・観光・環境）で学習したことを振り返る。
・どの内容について紹介するのか、メンバーのことを考えて、どのように分担するのかを話し合う。

・How to introduce を定着する。
・総合的な学習の時間において、自分の住む地域の魅力、観光の紹介、環境への取り組みについて調べた情報や自分の考えを、マッピングを使って整理する。整理した内容を書く。（personal work）
・紹介のモデル文を参考にする。
	・おすすめの場所について、ペアでやり取りし、尋ねたり答えたりする。
・There is /areの使い方を再度確認する。
・グループで、紹介する内容について
役割分担をさせる。
・ＡＬＴの家族や海外の方に伝えることを踏まえて取り組ませる。
・それぞれの分野の紹介の仕方“How to introduce”を参考にするよう促す。
・グループ内で互いにアシストするよう促す。その際にピア・サポートを意識させる。
・紹介のモデル文を提示する。
	








	
	

	８
本時
	・帯活動（Small Talk）
・How to introduceを振り返る。
・グループで、担当箇所の紹介を聞き合う。
[bookmark: _Hlk210481152]・グループで、紹介する内容や使用する表現についてアドバイスし合い、改善する。また、まとまりのある内容となっているのか確認し合う。
・再度、グループで担当箇所の紹介を聞き合う。
	・How to introduce を定着する。
・紹介する内容や使用する表現についてアドバイスする際は、意見交換の視点を活用するよう促す。
・リーフレットやパンフレットなどの成果物は、地域の観光地や販売店、食事処など、海外からの観光者向けに置かせてもらうことを伝え、活動への意欲を喚起する。
	
	
	

	９
	・ＡＬＴの家族に向けて、プレゼンテーションを行う。
・自己目標に対する達成状況などを振り返り、次の課題を把握する。
	・ＡＬＴの家族に、各グループで担当した分野について伝える。
・次の課題を生徒と共有する。
	
	
	

	後日
	・パフォーマンステスト
	
	〇
	〇
	〇

	
	・ペーパーテスト
	・there is (are)、howの文を用いた文について正しく使えるか確認する。
	〇
	
	


６ 本時の学習
(1) 目標   ＡＬＴの家族や海外からの観光客に、自分の住む地域の魅力をよりよく紹介することが
[bookmark: _Hlk211121330]できるように、友達とアドバイスをし合いながらスピーチを改善することができる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　          
(2) 展開（本時８/１０）
	過程
	学習活動
	形態
	教師の指導・支援〇指導●支援

	
	
	
	T1（JET）
	T2（ALT）

	




導



入


















展







開








































終



末



	1. Greeting 挨拶をする。

2. Let’s chant together!
3. Small Talk   帯学習
・1L3R、Useful Expression
を意識して、楽しく会話を
する。










4. Goal
・チェン先生の話を聞く。
・本時のめあてを確認する。




5.Reviewing ＆ Practicing 
　　How to introduce

・How to introduceを参考にする。
・紹介のモデル文を参考にする。
・Welcome to…
・（　）is famous for…
・There is (are)…
・You can see…
・Recycling is …
・Please visit our town

[bookmark: _Hlk210236774]






6. Brush up Activity　
・Group check sheetにある意見交換の視点を確認する。

・グループ内（地域・観光・環境）で担当箇所の紹介を聞き合う。
・付箋を使用し、内容や表現について、アドバイスし合う。
・間違いだけを指摘せず、良い表現などにも着目する。


・ピア・サポートを意識し、お互いに声掛けをする
・Reaction cardを活用する。
Good job. Great! Nice!
  That sounds good!
  It’s OK. Pardon?
  Don’t mind!




　


・Group check sheetを活用して、内容や表現について、修正をする。


・同じ分野のグループ同士で紹介し合う。


7.Conclusion&　Evaluation　
・Work together sheetに振り返りを記入する。
・ピア・サポートの視点で振り返る。
Assist your friends
  Relax
Eye contact






・内容面と言語面を振り返る。
	CW


PW
























GW










GW















PW




GW

	・元気に挨拶をする。

・元気にチャンツをする。(Progrma7基本文version)
・Small Talk
・本時の活動に繋がる対話になるようにする。
Q: Do you like your town?
A: Yes, I do. 
Q: What is your favorite food (place) in your town? 
A: My favorite food is squid.
Q: Your favorite food is squid. (Reaction…Me ,too! /Really? /Nice! /Good!…)
A: Why ?
Q: Because it’s delicious.
QA: Thank you for talking ! 

Because ～












チェン先生の家族や海外からの観光客に、私たちの住む町の良さがより伝わるように、
友達とアドバイスをし合いながらスピーチを改善しよう。





〇前時の活動を想起させる。


●How to introduceの練習をしてinputさせる。
●どちらの文章の順番が適切か考えさせる。
・Which is better ，A or B ?









・付箋を配布する。
・意見交換の視点を生徒と共有する。
●リーフレットやパンフレットなどは、海外からの観光者向けに、地域の観光地や販売店、食事処などに置くことを伝え、活動への意欲を喚起する。

●英語で話すことが難しい生徒の支援をする。
●ピア・サポートを意識させ、活動を支援する。
・良い表現を提示する。

●内容面や言語面におけるアドバイスを行う。　　　
   

Group check sheet
１．発音・話し方はよいか
２．簡単で分かりやすい表現になっているか
３．地域の魅力、観光の紹介、環境への取り組みが伝わる内容になっているか
４．まとまりのある構成になっているか











●今日の活動を賞賛し、次時の予告をする。　
	・４Questionsをリードする。
・元気にチャンツをする。
・Small Talk

・本時の活動に繋がる対話になるようにする。










〇家族が来日することを伝える。





〇前時の活動を想起させる。


●How to introduceの練習をしてinputさせる。




















●英語で書くことや発話が難しい生徒の支援をする。
●ピア・サポートを意識させ、活動を支援する。


●内容面や言語面におけるアドバイスを行う。　












●今日の活動を賞賛する。



